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員
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第
二
十
四
号
議
案

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施
策
に
関
す
る
意
見
書

近
年
、
地
球
温
暖
化
が
深
刻
な
環
境
問
題
と
な
る
中
で
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
・
固
定
す
る
森
林
・
木
材

に
対
し
大
き
な
関
心
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

特
に
、
原
発
事
故
に
伴
い
原
子
力
発
電
が
停
止
し
、
火
力
発
電
が
拡
大
す
る
中
で
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭

素
の
削
減
は
更
に
必
要
性
を
増
し
て
お
り
、
森
林
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
及
び
木
材
・
木
製
品
に
よ
る

二
酸
化
炭
素
の
固
定
は
、
一
段
と
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

我
が
国
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
は
、
最
近
や
や
持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
消
費
税
引
き
上
げ
後
の

経
済
の
見
通
し
は
不
透
明
で
あ
り
、
ま
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
結
果
に
よ
っ
て
は
林
業
・
木
材
産
業
に
重
大
な
影

響
が
生
じ
る
恐
れ
も
あ
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
不
安
定
な
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
森
林
整
備
を
着
実
に
推
進
し
、
森
林
の
多
面
的
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
す
る
と
と
も
に
、

林
業
の
安
定
的
発
展
と
山
村
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
森
林
・
林
業
を
国
家
戦
略
と
位
置
付
け

て
、
「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
等
に
基
づ
き
、
森
林
施
業
の
集
約
化
、
路
網
の
整
備
、
人
材
の
育
成
等
を

積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
都
市
部
に
お
い
て
も
、
二
酸
化
炭
素
を
引
き
続
き
固
定
し
続
け
て
く
れ
る
木

材
・
木
製
品
の
利
用
を
積
極
的
に
進
め
る
な
ど
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
促
進
を
含
む
一
層
の
国
産
材
の

振
興
に
よ
り
、
森
林
・
林
業
の
再
生
を
図
る
こ
と
が
緊
要
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
五
年
度
補
正
予
算
、

そ
の
後
引
き
続
い
て
編
成
さ
れ
る
平
成
二
十
六
年
度
当
初
予
算
等
に
お
い
て
は
、
木
材
自
給
率
五
十
％
の
実

現
や
、
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の
発
揮
を
目
指
し
て
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
取
組
を
今
後
も
継
続
で
き

る
よ
う
、
次
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一

充
実
し
て
き
た
日
本
の
森
林
資
源
を
使
い
・
育
て
る
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
資
す
る
た
め
、
住
宅
・
土
木
用
資
材
及
び
様
々
な
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
の
推
進
や
公
共
建
築
物
等

木
材
利
用
促
進
法
に
基
づ
く
施
策
の
推
進
、
特
に
、
二
十
五
年
度
限
り
の
対
策
と
な
っ
て
い
る
木
材
利
用
ポ

イ
ン
ト
制
度
の
延
長
・
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
推
進
に
必
要
な
木
材
が
安
定
的
か
つ
効
率
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
、
森
林
経
営
の
集
約

化
や
路
網
整
備
の
推
進
を
行
う
こ
と
。

二

復
興
予
算
（
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
基
金
）
の
使
途
の
厳
格
化
に
伴
う
基
金
の
返
還
に
よ
り
被
災

住
宅
の
復
興
を
は
じ
め
と
し
た
全
国
的
な
木
材
の
安
定
供
給
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
川
上
か
ら

川
下
ま
で
一
体
と
な
っ
た
弾
力
的
な
取
り
組
み
を
地
域
の
実
態
も
踏
ま
え
つ
つ
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
基
金
の
継
続
・
拡
充
に
努
め
る
こ
と
。

三

森
林
の
多
面
的
機
能
の
持
続
的
発
揮
に
向
け
た
各
種
制
度
や
財
政
支
援
措
置
の
拡
充
、
特
に
公
益
的
機
能

発
揮
や
地
域
振
興
の
観
点
か
ら
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
国
土
強
靱
化
に
向
け
た
林
野
公
共
等
事
業
の
積
極
的

な
推
進
に
努
め
る
こ
と
。

四

地
球
温
暖
化
防
止
、
特
に
、
森
林
吸
収
量
の
算
入
上
限
値
三
．
五
％
の
確
保
の
た
め
の
森
林
吸
収
源
対
策

の
推
進
等
を
図
る
た
め
、「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
」
の
使
途
へ
の
森
林
吸
収
源
対
策
の
追
加
や
森
林

環
境
税
の
創
設
な
ど
安
定
的
な
財
源
の
確
保
を
す
る
こ
と
。

五

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
結
果
と
し
て
国
内
に
悪
影
響
が
生
じ
る
こ
と
な
く
森
林
整
備
が
十
全
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

合
板
、
製
材
の
関
税
に
最
大
限
の
配
慮
を
行
う
こ
と
。



六

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
う
、
し
い
た
け
の
風
評
被
害
の
原
因
究
明
と
そ
の
早
急
な
収
束
に
向
け
、
万

全
を
期
す
と
と
も
に
、
原
木
し
い
た
け
生
産
の
維
持
、
発
展
の
た
め
、
生
産
基
盤
の
整
備
や
担
い
手
の
確
保
、

消
費
拡
大
に
つ
い
て
、
予
算
の
確
保
や
支
援
制
度
を
充
実
、
強
化
す
る
こ
と
。

七

地
域
の
安
全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
、
本
年
の
台
風
災
等
に
よ
る
山
地
災
害
か
ら
の
早
急
な
復
旧
を
図
る

と
と
も
に
、
事
前
防
災
・
減
災
の
観
点
か
ら
、
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
、
治
山
等
施
設
の
老
朽
化
対
策
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
想
定
し
た
津
波
対
策
等
も
踏
ま
え
た
全
国
的
な
海
岸
防
災
林
の
整
備
な
ど
、
治
山
対

策
等
を
通
じ
た
緑
の
国
土
強
靱
化
の
推
進
を
行
う
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
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五
年
十
二
月
十
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日
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